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役員会

事務局

事業部門

支援者連携チーム
【人員】7名
【事業】被災者支援コーディネート事業
・事業概要：被災者の安定的な生活を目指
し、被災者や地域の現状課題の収集および
整理、社会資源とのマッチングを行う。また、
併せて情報収集や連携による課題解決を効
率的、効果的に行うための意見交換会等の
仕組みづくり、や事例の地域展開を行う。

広域避難者支援チーム
【人員】７名
【事業】福島県県外避難者への相談・交流・説
明会事業
・事業概要：福島県から県外に避難する被災
者の生活再建拠点を全国26か所に設置し、
相談受付や交流会の実施、県の施策の説明
会開催などを行う。また、ふくしま連複内にも
「ふくしまの今とつながる相談室toiro」を設置し、
主に電話による相談受付を行う。

復興創生チーム
【人員】５名
【事業】福島県復興支援専門員設置業務委託
事業
・事業概要：福島県内に復興支援専門員を
配置し、県内で活動する復興支援員や地域
おこし協力隊の活動支援を行う。内容は主に、
復興支援員や地域おこし協力隊の人材確保
支援や活動の広報、研修会の開催等である。

経理庶務
1名

理事６名（内部理事２名）
監事１名

事務局長
（理事）

※その他、以下の事業等を実施している。
①ふくしま未来基金(公益財団法人パブリックリソース財団委託事業。)：福島の地域づくり、まちづくりを目指すNPO等向けの助成
プログラム実施に当たっての事務局業務およびモニタリングの実施。
②「ＪＰＦ『福島に残された3つの課題』の解決に取り組み、未来にＪＰＦの知見を残す事業。」実施に当たっての事務局業務

事務局次長（理事）
（支援者連携チームリーダー兼務）
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ふくしま連携復興センターとは

【ミッション】 （ビジョンの実現に向けたふくしま連携復興センターの使命）
ふくしま連携復興センターは、が、ふくしまの抱える課題の解決に取り組む民間非営利組織等が連携・協働を通じて地
域の中で主体的な役割を発揮できるよう、その活動を支え続けます。

【設立】
東日本大震災の発生した２０１１年の７月２０日に設立（１２月に法人化）

【設立の目的】
復興の担い手同士の事業連携や協働の推進、ネットワークづくりや情報発信を行う「中間支援」機能の必要性に対応
するために設立された

【ビジョン】 （ふくしま連携復興センターが、活動を通じて目指す社会)
「ふくしま連携復興センターは、東日本大震災・福島第一原子力発電所事故が投げかけた課題を教訓として、その課題

解決に取り組む多様な主体が「新たな価値」を創造し続けていく、尊厳ある 社会・ふくしまを目指します。」



ふくしま連携復興センターの取組①

被災地域に於ける多様な課題に対応しコーディネートする取組

被災者支援に係わる現状・課題・個別のニーズ等を把握、
整理し、それに対応する支援をコーディネートする。又、
被災地域の復興を促進する為、支援連携や協働体制構築
の為の伴奏支援や活動事例や連携事例を波及させるため
の勉強会やイベント等を開催する。
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支援関係主体の広域的な連携会議開催・連携制構築支援

対応(コーディネート実施)

ふたばエイト双葉郡まちづくり協議会
シンポジウム「しゃべくりエイト」の開催

ふくしま生活困窮者ねっと

原子力被災１２市町村等による
「市町村事例共有会」

ふくしま
広域心のケアねっと
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ふくしま連携復興センターの取組②

県外避難者を支援する取組

福島県からの県外避難者を避難先で支援する
２６か所の「生活再建支援拠点」を設置・運営

避難者や支援者からの相談受付窓口
「ふくしまの今とつながる相談室toiro」の運営



県や市町村が募集する地域の担い手（地域おこし協力隊及び復興支援員）の応募者確保を図るための支援

〇地域の担い手募集専用サイト、SNS等による募集情報の発信

〇復興支援員・地域おこし協力隊募集イベントの参加、募集にかかるオンライン相談の実施

〇協力隊等の活動紹介（隊員紹介に関するHPサイト）

〇地域おこし協力隊現地説明会の実施

地域の担い手募集活動の支援

オンライン相談デスク（月１回）

Facebook、LINE@、SMOUTの活用、ホームページ「ふくしまで働く」運営

■地域おこし協力隊等募集イベントの開催

■情報発信コンテンツの活用、広報ツールの制作

地域おこし協力隊現地説明会（５市町村）

担い手名簿作成

ふくしま連携復興センターの取組③



県内で活動する地域の担い手（地域おこし協力隊及び復興支援員）の活動内容の充実、地域への定着支援

〇 各種研修会等の開催 （オンライン開催も含む）

〇 活動報告・交流会の開催

〇 地域おこし協力隊・復興支援員のオンライン交流会の開催

■研修，受入構築支援の実施

■地域おこし協力隊等活動報告交流会の開催

地域の担い手活動支援・定住支援

＜市町村担当者研修＞3回実施＜地域の担い手向け研修＞ ４回実施

■地域おこし協力隊等交流会

＜受入態勢構築支援＞２町にて実施
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ふくしま連携復興センターの取組④

事務局が直接実施している取組

「ふくしま未来基金」の現地事務局を受託し、
助成金支援、NPOの組織力向上支援、未来を作
る人づくり、NPOを支援する環境づくり等のサ
ポート業務を行う。

ふくしまに残された３つの課題

１．福島県内外の
被災者・避難者への支援

２．被ばくリスクの軽減

３．地元主体で復興を担う
体制の構築

特定非営利活動法人ジャパン・プラットフォーム
の「東日本大震災被災者支援（福島支援）」プロ
グラムの委託を受け、「心のケア」に関する専門
家と支援者のネットワーク作りの業務を行う。




